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容

活動と功績をたたえる　市民憲章推進大会を開催（関連２～３㌻）
秋の叙勲・各種表彰（関連４～５㌻）
５年度決算の状況（関連６～７㌻）　｜　人事行政運営の状況（関連９㌻）
市内のイベントを紹介（関連８㌻）
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主
な
内
容

hachimantaifan

文
政
か
ら
伝
わ
る

酒
造
り

　清酒製造を行う市内唯一の蔵元
「㈱わしの尾」（文政12（1829）年創業）
では、酒造りの作業が進んでいます。
　蒸気の上がる中、蒸したお米を広げ、
約40℃まで温度を下げたあと、日本酒造
りに欠かせない麹をつくるために、専用
の部屋へ急いで運びます。

No.354

㈱わしの尾の仕込み風景は、
八幡平市公式インスタグラム
で紹介しています。
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市
勢
功
労
者
表
彰

功
労
表
彰

松
村
　
勝か

つ
ひ
こ彦
（
両
沼
）

【
事
績
】長
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し

て
、
農
業
の
発
展
に
寄
与

熊
澤
　
威た

け
ひ
と人

（
川
原
目
）

【
事
績
】長
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し

て
、
農
業
の
発
展
に
寄
与

感
謝
状

八
幡
平
市
婦
人
消
防
協
力
隊
西
根
地

区
隊

八
幡
平
市
婦
人
消
防
協
力
隊
松
尾
地

区
隊

八
幡
平
市
婦
人
消
防
協
力
隊
安
代
地

区
隊

【
事
績
】地
域
の
防
火
防
災
活
動
に
対
す
る

深
い
理
解
の
も
と
、安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
貢
献

八
幡
平
市
建
設
協
同
組
合

【
事
績
】市
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
対
す
る
深

い
理
解
の
も
と
、多
大
な
支
援
を
さ
れ
、同

事
業
の
推
進
に
貢
献

株
式
会
社
サ
イ
コ
ム

協
栄
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

【
事
績
】企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ

て
、市
の
事
業
推
進
に
多
大
な
支
援

　

協
議
会
長
表
彰

野
中
　
政ま

さ
ぞ
う蔵
（
愛
の
山
）

【
事
績
】長
年
に
わ
た
り
地
域
振
興
協
議
会

の
会
長
な
ど
を
歴
任
。
地
域
活
動
を
通
じ

て
、
田
山
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

盛
内
　
久ひ

さ

こ子
（
五
日
市
１
区
）

【
事
績
】長
年
に
わ
た
り
伝
統
芸
能「
ナ
ニ

ヤ
ト
ヤ
ラ
」の
歌
い
手
と
し
て
北
奥
羽
大

会
に
出
場
す
る
と
と
も
に
後
進
の
指
導

を
行
い
、
地
域
の
文
化
継
承
活
動
に
貢
献

　

江
間
章
子
賞

◎
江
間
章
子
賞

▽
低
学
年　
鈴
木
　
樂が

く（
柏
台
小
1
年
）

▽
中
学
年　
髙
橋
　
詩し

の乃（
平
舘
小
3
年
）

▽
高
学
年　
工
藤
　
永え

い
と登（
田
頭
小
5
年
）

▽
中
学
校　
小
笠
原
　
悠ゆ

う
ま真（

西
根
一
２
年
）

◎
市
長
賞

▽
低
学
年　
田
村
　
想そ

う（
大
更
小
1
年
）

▽
中
学
年　
佐
々
木
　
伶れ

お王（
松
野
小
３
年
）

▽
高
学
年　
矢
幅
　
愛あ

み望（
大
更
小
５
年
）

▽
中
学
校　
三
浦
　
愛あ

い（
黒
石
野
３
年
）

◎
教
育
長
賞

▽
低
学
年　
小
野
　
愛あ

か

り
果
莉（
柏
台
小
１
年
）

▽
中
学
年　
伊
藤
　
雅み

や
び（

寺
田
小
４
年
）

▽
高
学
年　
佐
々
木
　
詩う

た（
大
更
小
６
年
）

▽
中
学
校　
大
坪
　
瑞み

ず
ほ穂（

河
南
１
年
）

日
戸
　
吉よ

し

や也
（
渋
川
）

【
事
績
】長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し

て
、
市
民
生
活
の
安
定
に
寄
与

善
行
表
彰

鈴
木
　
進す

す
む

（
白
屋
）

和
田
　
登の

ぼ
る

（
温
泉
郷
）

【
事
績
】長
年
に
わ
た
り
献
血
を
続
け
、
積

極
的
に
献
血
推
進
運
動
に
寄
与

伊
藤
　
和か

ず

こ子
（
薬
師
）

松
尾
　
志し

ほ

こ

保
子
（
野
駄
）

工
藤
　
久く

み美
（
秋
葉
）

【
事
績
】長
年
に
わ
た
り
婦
人
会
活
動
に

携
わ
り
、地
域
福
祉
の
向
上
や
地
域
振
興

に
貢
献

駅
前
一
区
老
人
ク
ラ
ブ

駅
前
二
区
老
人
ク
ラ
ブ

上
町
老
人
ク
ラ
ブ

下
町
老
人
ク
ラ
ブ

北
村
開
運
ク
ラ
ブ

両
沼
老
人
ク
ラ
ブ

五
百
森
老
人
ク
ラ
ブ

【
事
績
】長
年
に
わ
た
り
大
更
小
学
校
に

通
う
児
童
の
交
通
安
全
や
防
犯
の
た
め

の
見
守
り
活
動
を
行
い
、安
全
安
心
な
地

域
づ
く
り
に
貢
献

市民憲章推進大会を開催

１_ 感謝状を贈られた受賞者の皆さん
２_ 大会決議の提案をする佐藤晃文化振
興部会長　３_ 江間章子賞を受賞した

「気もちの天気」を朗読する髙橋詩乃さ
ん　４_ 作品が「江間章子賞」を受賞し、
表彰を受ける鈴木樂さん　５_ 協議会長
表彰を贈られた受賞者の皆さん　６_ 市
民憲章を唱和する佐々木育子市婦人会
連絡協議会会長　７_ 寺田地域振興協議
会の活動を発表する小野寺陽子さん　
８_「江間章子賞」入賞者の児童生徒

１

２３４

５６７

８

活動と貢献をたたえる
　市民憲章の推進、普及啓発を図る市民憲章推進大会は11月３日、西根地区市民センターで開か
れました。大会では、市勢の発展に貢献した６団体６人に対する市勢功労者表彰のほか、地域振興
に貢献した７団体５人に市民憲章推進協議会長表彰が贈られました。同日は併せて第27回少年少
女の詩「江間章子賞」授与式も行われました。それぞれの表彰の受賞者は次のとおりです（敬称略）。
　大会後半では、寺田地域振興協議会の小野寺陽

よ う こ

子会長によるまちづくり実践発表が行われ、
地域行事の継続や人同士のつながりの維持を念頭に取り組んできた活動事例の報告に、出席
者は熱心に耳を傾けていました。
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長
年
の
功
績
に
栄
誉

　

政
府
は
、
長
年
の
功
労
と
輝
か
し
い
功
績
を
た
た
え
る
秋
の

叙
勲
、危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
お
よ
び
高
齢
者
叙
勲
を
そ
れ
ぞ
れ

発
表
し
、
市
内
か
ら
は
次
の
６
人
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　昭和57年3月から平成29年5月まで陸
上自衛隊に所属し、第９特科連隊二大本
管中隊先任上級曹長や岩手駐屯地業務隊
訓練陸曹などを歴任。積極的に隊員の指
導育成に当たるなど国防基盤の向上に尽
力されました。

【所感】　
　受章でき、光栄です。職場の同僚や家
族など周囲の皆さんの力添えがあったか
らと感謝しております。

〔瑞宝単光章・防衛功労〕

及川 好
よ し た か

隆 さん
61歳
下町三区

危険業務従事者叙勲

　昭和47年1月に旧西根町消防団に入
団し、平成24年3月まで40年余りにわ
たって活動されました。平成21年からは
市消防団分団長として団員の指導育成に
当たるなど地域防災力の向上に尽力され
ました。

【所感】
　受章でき、感無量です。支えてくれた
家族や団員の協力があってこそ受章でき
たものと感じています。

秋の叙勲
〔瑞宝単光章・消防功労〕

井上 德
と く じ

治 さん
75歳
大石平

高齢者叙勲
〔旭日単光章・地方自治功労〕

　昭和58年４月から平成15年４月まで旧
松尾村議員として5期20年にわたり務め
られました。産業建設常任委員会委員長や
総務常任委員会委員長として村の産業の
振興や福祉の向上などに尽力されました。

【所感】
　受章は光栄で、長年支えてくれた家族
や地域の皆さんの協力のおかげと感謝し
ています。

髙橋 光
み つ お

男 さん
88歳
南寄木

長年にわたる地方自治の振興発展への貢
献により高齢者叙勲を受章されました。

髙橋 勝
か つ み

美 さん
86歳
上町

　長年にわたる食生活の改善活動への貢献によ
り、厚生労働大臣から表彰を受けられました。

長年の活動に栄誉

　昭和57年から食生活改善推進員として長きにわた
り活動しています。住民の健康増進やバランス食・
健康食の普及に貢献したほか、地場産物を活用した
料理研究に取り組み、平成20年には「県食の匠」に認
定。合併後は、市食生活改善推進員協議会初代会長
を務め、食文化の後継者育成にも尽力されました。

【所感】
　会員の皆さんと活動してきたことが評価されう
れしく思います。これからもさまざまな人に参加
を呼び掛けながら活動を頑張りたいです。

　昭和30年４月から旧松尾村職員として40年勤務。退
職後は社会福祉協議会の役職員を務め、障がい者の自
立支援などを行う「村手をつなぐ親の会」の立ち上げに
尽力されました。また、障がいがある人とその家族を
支援する「そよかぜの家」を開設したほか、27年から「県
手をつなぐ育成会」会長として活動を続けています。

【所感】
　障がいがある人もない人も、八幡平市に生まれ
て良かったと感じてもらえるよう活動してきまし
た。人と関わる楽しさを感じてもらえるよう支援
を続けていきたいと考えています。

秋の叙勲
〔旭日双光章・社会福祉功労〕

伊藤 昇
のぼる

さん
89歳
南寄木

　平成13年９月から西根町議会議員、平成17年
９月から市議会議員として６期20年余りにわ
たり務められました。教育民生常任委員会委員
長や産業建設常任委員会委員、総務常任委員会
委員、副議長として、市の教育、文化、福祉の
向上や生活環境の整備、産業の振興などに尽力
されました。

【所感】
　受章は光栄で、長年の活動を評価されうれし
く思います。これからも地域に貢献できるよう
活動を頑張りたいと考えています。

秋の叙勲
〔旭日双光章・地方自治功労〕

小野寺 昭
し ょ う い ち

一 さん
76歳
荒木田

　昭和50年から現在まで50年余りにわたり山岳ス
ポーツの振興に携わり、その間、市山岳協会長、県
山岳協会（現山岳・スポーツクライミング協会）理事、
副会長を務められたほか、平成21年2月から令和元
年5月まで会長を歴任。在任中は、県営運動公園への
クライミング施設整備や国際大会の招致に努めたほ
か、山岳遭難救助、自然保護活動に尽力されました。

【所感】
　岩手山、八幡平との関わりが活動の原点で、これ
をどう生かすかを考え、活動してきました。さまざ
まな人の協力があっての受章と感謝しています。

秋の叙勲
〔旭日双光章・スポーツ振興功労〕

髙橋 時
と き お

夫 さん
76歳
中村
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地方税、地方交付税などの経常的な財源が、どの程度経常的な経費に
充てられているかを示す数値です。数値が低いほど、政策的（自由）に
使えるお金が多くなることを示します。

経常収支比率

執行事業を写真でピックアップ04

一般会計決算

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額
国民健康保険 30億1,553万円 30億　284万円

後期高齢者医療 ３億2,220万円 ３億2,118万円

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額

水道事業
収益的収支 5億4,157万円 4億9,287万円

資本的収支 １億6,907万円 4億　512万円

下水道事業
収益的収支 11億3,959万円 10億　306万円

資本的収支 ３億9,562万円 9億3,387万円

病院事業
収益的収支 17億1,062万円 16億1,347万円

資本的収支 ２億4,239万円 ３億6,187万円

特別会計の決算状況
保険料など特定の収入があり、一般会計とは切り離して
収入・支出を経理する特定の目的のための会計

主に利用者の料金収入で事業を行う、地方公営企業法の全部、
または一部の適用を受ける公営企業の会計

02

　９月９日から10月１日まで開かれた市議会第３回定例会で、５年度の一般会計など６
会計の決算が認定されました。

詳細はこちら

　本号では決算の内容を、財政の健全度を示す指標と併せて紹介します。詳し
くは市ウェブサイトで確認してください。

市税

繰入金 県支出金その他の自主財源

その他の
依存財源

繰越金 地方交付税

市債

国庫支出金

33億5,089万円33億5,089万円

12億4,242万円12億4,242万円

6億4,146万円6億4,146万円

10億5,519万円10億5,519万円

82億8,377万円82億8,377万円

9億460万円9億460万円

20億9,683万円20億9,683万円

13億8,217万円13億8,217万円

10億1,470万円10億1,470万円

議会費

総務費 土木費

衛生費

消防費民生費

労働費	

商工費

1億5,995万円1億5,995万円

51億3,704万円51億3,704万円

25億7,300万円25億7,300万円

19億5,838万円19億5,838万円

39万円39万円

15億1,838万円15億1,838万円

10億9,046万円10億9,046万円

15億5,471万円15億5,471万円

8億8,801万円8億8,801万円

農林水産業費

教育費

災害復旧費

公債費

12億9,497万円12億9,497万円

2億409万円2億409万円

27億4,158万円27億4,158万円

■問い合わせ先　企画財政課財政係（☎・内線1201)

歳入 199億7,202万円

歳出 191億2,094万円

市が自主的に収入できるお金 国などから配分されるお金

〔個人・法人市民税、固定
資産税、軽自動車税など〕

〔基金などから一般会計
に繰り入れたお金〕

〔前年度からの決算
剰余金など〕

〔地域格差を是正するため
に国から交付されるお金〕

〔施設や道路などの建設のた
めに借りる長期の借入金〕

〔国から使い道が決めら
れて支給されるお金〕

〔県から使い道が決めら
れて支給されるお金〕

〔使用料や手数料、財産
収入など〕

〔議員報酬、議会運営に要
する経費〕

〔社会福祉、老人福祉、児
童福祉などに要する経費〕

〔一般管理的経費、総合的
な企画に関する経費〕

〔保健福祉、健康増進、環
境保全などに要する経費〕

〔雇用対策などに
要する経費〕

〔農業、畜産業、林業、水
産業の振興に要する経費〕

〔商工業、観光、中小企業
の振興などに要する経費〕

〔道路、橋りょう、河川
整備などに要する経費〕

〔消防、防災などに
要する経費〕

〔市立学校の運営やスポー
ツ振興などに要する経費〕

〔災害で被害を受けた施
設の復旧に要する経費〕

〔市債の元利償還な
どに要する経費〕

自主財源　31.5％ 依存財源　68.5％

01
決算を数値でピックアップ

　５年度の比率は93.３㌫で、前年度
に比べ4.３㌽改善しました。
　主な要因は、経常的支出である除雪
業務委託料や地方債元利償還に伴う
公債費が減少したことに加え、経常的
収入である地方税や地方交付税が増
加したことなどが要因です。

地方債（市債）とは、主に市が公共施設の整備などの建設事業を行うた
めに必要な資金を国や金融機関など外部から調達するいわゆる借入金
のことを言います。	

地方債

05

　５年度の地方債発行額は、9億
500万円となり、前年度に比べ800万
円増加しました。
　年度末地方債残高の減少に伴い、
公債費（元利償還額）も減少してい
ます。

　５年度の決算では、経常収支比率をはじめとする各種指標が改善しています。
　また、市の貯金である財政調整基金は、4年度末残高から 1,300万円増加し、５年度末
で約18億4,700万円となっております。
　今後とも、歳入の減少に備えた政策的な対策を講じるとともに、中長期的な将来推計を
踏まえた事業の実施により、持続可能な財政運営を目指します。

財政状況を示す各種指標は改善傾向に

企業会計の決算状況03

令和５年度  市の決算状況を報告します
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経常的収入 経常的支出

市の予算は、いろいろな分野に
　　　　　生かされているんだね。

※表示単位未満を四捨五入し表記したため、※表示単位未満を四捨五入し表記したため、
合計は決算額と一致しない場合があります合計は決算額と一致しない場合があります

総合運動公園体育館などの照明をＬＥＤ化 八幡平消防署（市防災センター）を改修 安代地区スクールバス１台を更新

0607 No.354 2024（R6）．12



　市職員の人数や給与などの状況は次のとおりです。 【問い合わせ先】総務課
行政係（☎・内線1233)

詳細はこちら

人事行政の運営状況を公表します

区 分 平均年齢 平均給料月額
一般行政職 41.3歳 31万3,894円

区 分
一般行政職

上級（大卒） 初級（大卒） 初級 （高卒）

初任給 19万6,200円 18万7,300円 16万6,600円
経
験
年
数

10年 25万9,000円 25万4,900円 22万8,100円

20年 33万1,300円 32万5,600円 30万2,800円

区 分 ６月期 12月期 合 計

期末手当 1.20カ月分 1.25カ月分 2.45カ月分

勤勉手当 1.00カ月分 1.05カ月分 2.05カ月分

区 分 給料・報酬（月額） 期末手当

市 長 77万6,000円

６月期＝1.65カ月分
12月期＝1.75カ月分
　計　　3.40カ月分

副市長 62万円　　　　　

教育長 57万2,000円

議 長 37万5,000円

副議長 31万5,000円

議 員 30万円　　　　　

⑴ 職員給与費（５年度普通会計決算）

勤続年数 20 年 25 年 35 年

自己都合 19.6695カ月分 28.0395カ月分 39.7575カ月分

勧奨・定年 24.586875カ月分 33.27075カ月分 47.709カ月分

職員数

給与費

給料
職員手当

（うち期末・
勤勉手当）

合計

283人 10億8,950万円 6億553万円
(4億3,668万円） 16億9,502万円

⑵ 平均年齢・平均給料月額（６年４月１日現在）

⑶ 経験年数・学歴別給料月額（６年４月１日現在）

⑸ 退職手当の支給状況（６年４月１日現在）

⑷ 期末・勤勉手当の支給状況（５年度）

⑹ 特別職の報酬など（６年４月１日現在）

⑵ 職員数の推移（各年４月１日現在）

※人数は再任用職員を含まない一般行政部門、教育部門、公営企業部門の合計

部 門
職員数

前年度比
５年 ６年

一般行政部門 254人 252人 －2人
教育部門（教育委員会） 18人 17人 －１人
公営企業等部門

（水道・病院など） 87人 88人 ＋１人

合 計 359人 357人 －2人
※一般行政部門は、民生や農林、商工、土木部門などの

仕事に従事する職員

区 分 男 性 女 性 合 計
育児休業 １人 ８人 ９人
部分休業 ０人 2人 2人
介護休暇 ０人 ０人 ０人

＜育児休業＞子が3歳になるまで休業することができる。
＜部分休業＞小学校就学前の子を養育するために、勤務
時間の一部（1日2時間以内）を休業することができる。
＜介護休暇＞介護が必要となった家族を介護するため、６
カ月の期間内で取得することができる。

分 限
処 分

休職 降任 免職 合計

４人 ０人 ０人 ４人

懲 戒
処 分

戒告 減給 停職 免職 合計

３人 ３人 ０人 ０人 ６人

＜分限処分＞病気などのために職務を十分に果たせない
場合など、公務の能率を維持するために行う処分
＜懲戒処分＞道路交通法違反をはじめとする法令違反な
どがあった場合、規律と秩序を維持するために行う処分

⑵ 育児休業などの取得状況（５年度）

⑴ 分限・懲戒処分の状況（５年度）

⑴ 職員数の状況（各年４月１日現在）

平成
24年 26年 元年 ６年令和
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３. 職員の給与の状況１. 職員数の状況

２. 分限・懲戒処分および休業などの状況

357

市内で開かれる冬のイベントを紹介します。
家族や友人を誘って遊びに行きませんか。

お・ＤＥ・ＫＡ・ＫＥ

ハチ推し
平笠裸参り

場所：平笠・宮田神社～
　　　　　東慈寺薬師堂～大更八坂神社

噴火した岩手山の沈静化を祈願する
ために行われたのが始まりで、男性が
戦争に出兵したため、女性によって今
に継承された、珍しい行事です。

９：00 ～ 14：00ごろ（神事は８：15 ～）

１月

８日

場所：県民の森　
　　　森林ふれあい学習館

スノーシュー（西洋かんじき）で雪を踏み
締め、雪のない時期には、笹やぶで行く
ことのできない秘密の場所にガイドが
案内します。動物の足跡や冬芽を観察し
ながら、冬の県民の森を満喫しませんか。

１月

25日 スノーシュー冒険ツアー

■申し込み・問い合わせ先
　森林ふれあい学習館（☎78-2092）

■問い合わせ先　平笠裸参り
　保存会（☎090-3752-7115）

市内内スキキー場場オーープンン予定定
12 月

７日

安比高原
スキー場
■問い合わせ先　☎ 0570-029-511

パノラマ・下倉
スキー場

12月
21日

■問い合わせ先
　マウンテンホテル（☎78-4111）
　パノラマスキー場（☎78-2577）
　下倉スキー場（☎78-3456）

田山スキー場
■問い合わせ先　スキー場（☎73-2650）
　または安代総合支所（☎72-2415）

日22
12月

不動の滝
見に行きませんか

正月の三が日も
歩いて行けるよ

を

冬の

県民の森

9：30 ～ 12：00（各回定員10人）

（スノーシューを借りる場合は別途1，000円）

２月

９日
参加費：1,500 円対象：小学３年生以上

市指定無形民俗文化財

日本の滝百選・岩手の名水二十選
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市役所からのHOT LINE市役所からのHOT LINE市役所からのHOT LINE

県民医療相談センター・いわて発熱等相談
センター
▶平日日中（９時～16時）
県民医療相談センター（☎019-629-9620）
▶夜間（16時～翌日９時）・休日・年末年始
いわて発熱等相談センター（☎0570-059-333）

県における発熱など・ワクチン副
反応症状がある人の相談窓口

　
市
は
市
内
に
空
き
家
を
所
有
ま

た
は
管
理
す
る
人（
今
後
所
有
す

る
見
込
み
の
人
を
含
む
）を
対
象

に
無
料
相
談
会
を
開
き
ま
す
。

■
日
時　
１
月
26
日
㈰
午
前
９
時

か
ら
正
午
ま
で

■
場
所　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

■
相
談
内
容

①
相
続
や
登
記
に
関
す
る
こ
と　

②
敷
地
の
境
界
確
認
に
関
す
る
こ
と

③
不
動
産
取
引
に
関
す
る
こ
と　

④
改
修
や
解
体
に
関
す
る
こ
と

■
相
談
員　
司
法
書
士
、土
地
家

屋
調
査
士
、宅
地
建
物
取
引
士
、建

築
士

■
定
員　
10
人
程
度（
相
談
時
間

は
１
人
30
分
以
内
）

■
申
込
期
限　
１
月
17
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
申
し
込
み
方
法　
防
災
安
全
課

に
電
話
、メ
ー
ル（bouan@

city.
hachim

antai.lg.jp

）、
フ
ァ
ク

ス（
74
・
2
1
0
2
）い
ず
れ
か
の

方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
、フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む
場

合
は
、申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ

詳細はこちら

専
門
家
に
よ
る
空
き
家
の

無
料
相
談
会
を
開
き
ま
す

き
れ
い
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

　
10
月
22
日
、県
塗
装
工
業
組
合
北

岩
手
地
区
様
か
ら
、八
坂
児
童
遊
園

と
舘
山
児
童
遊
園
の
遊
具
の
塗
装

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
塗
装
は
同
組
合
が
奉
仕
事
業
と

し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
当
日
は

同
組
合
に
所
属
す
る
市
内
の
三
和

塗
装（
小
野
寺
一か

ず
な
り成

代
表
）、
朽
木

塗
装（
朽
木
勇い

さ
む代

表
）の
ほ
か
同
組

合
に
加
盟
す
る
塗
装
業
者
の
う

ち
、
盛
岡
や
滝
沢
な
ど
県
北
地
区

に
事
業
所
を
置
く
10
事
業
者
10
人

が
参
加
。
滑
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
、

雲う
ん
て
い梯
な
ど
の
さ
び
落
と
し
、
ペ
ン

キ
の
塗
布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
を
考
え
る

市
民
の
集
い
を
開
き
ま
す

　
市
は
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
市

民
の
意
識
を
高
め
る
機
会
と
し

て
、
ご
み
減
量
化
を
考
え
る
市
民

の
集
い
を
開
き
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料（
申
し
込
み
不

資
格
確
認
書
の
提
示
で

保
険
診
療
を
受
け
ら
れ
ま
す

　

全
て
の
健
康
保
険
証
の
新
規

交
付
・
再
発
行
が
、
12
月
１
日
で

終
了
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
仕

組
み（
マ
イ
ナ
保
険
証
）に
移
行

し
ま
し
た
。

　
12
月
２
日
以
降
に
市
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
た
人
で
、
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
な
い
ま
た
は
持
っ
て

い
て
も
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る

明
る
い
選
挙
を
願
っ
て

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
展
示

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
６
年

度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
八
幡
平
市
入
賞
作
品
展

を
開
き
ま
す
。

■
期
間　
12
月
20
日
㈮
か
ら
７
年

１
月
９
日
㈭
ま
で

■
場
所　
市
役
所
結
の
ひ
ろ
ば

■
問
い
合
わ
せ
先　
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局（
☎・内
線
1
2
2
0
）

接
客
の
場
で
使
え
る
英
会
話

ス
キ
ル
を
習
得
し
ま
せ
ん
か

　

市
は
市
内
観
光
関
係
施
設（
飲

食
店
、
宿
泊
施
設
な
ど
）を
対
象

に
、英
語
で
の
接
客
を
学
ぶ「
お
も

て
な
し
英
会
話
教
室
」の
講
師
を

派
遣
し
ま
す
。

　
す
ぐ
に
使
え
る
英
会
話
な
ど
を

楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
講
師　
市
国
際
交
流
員　
ロ
ッ

ク
・
ミ
ー
ガ
ン

■
費
用　
無
料

■
申
し
込
み
方
法　

商
工
観
光

課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
※
日
時
や
場
所
に
つ
い
て

（
仮
称
）大
更
駅
前
顔
づ
く
り

施
設
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

　
市
は
７
年
秋
の
完
成
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
る（
仮
称
）大
更
駅

前
顔
づ
く
り
施
設
の
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
す
る
愛
称
の
条
件

▽
ま
ち
と
つ
な
が
る
市
民
の
居
場

所
と
な
り
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
く
、
元
気
に
遊
ぶ
イ
メ
ー
ジ

が
伝
わ
り
、
覚
え
や
す
く
親
し
み

が
湧
く
よ
う
な
も
の

▽
市
の
特
徴
を
連
想
さ
せ
る
よ
う

な
も
の

■
応
募
資
格　
市
内
に
住
所
が
あ
る

人（
市
内
に
通
勤・
通
学
し
て
い
る
人

を
含
む
）ま
た
は
市
外
在
住
で
本
市

を
応
援
す
る
活
動
に
取
り
組
む
市
応

援
市
民
に
登
録
し
て
い
る
人

■
応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、商
工
観
光
課
、

西
根・安
代
各
総
合
支
所
、
田
山
支

所
に
設
置
す
る
応
募
箱
へ
投
函
ま

た
は
メ
ー
ル（shokanka@

city.
hachim

antai.lg.jp

）、
フ
ァ
ク
ス

（
74
・
2
1
0
2
）、
郵
送
の
い
ず

れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。応
募

用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、商
工
観
光
課

か
ら
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　
６
年
12
月
16
日
㈪
か

ら
７
年
1
月
31
日
㈮
ま
で（
必
着
）

■
愛
称
発
表
式　
3
月
下
旬（
予
定
）

■
表
彰　
最
優
秀
賞
１
点（
副
賞

２
万
円
分
の
市
共
通
商
品
券
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

商
工
労
政
係（
☎・内
線
1
3
1
1
）

い
。申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安
全
課

地
域
安
全
係（
☎・内
線
1
2
６
5
）

要
）で
す
。

■
日
時　
12
月
17
日
㈫
午
後
１
時

半
か
ら
３
時
半
ま
で

■
場
所　

市
役
所
多
目
的
ホ
ー

ル
棟

■
内
容
　

▽
講
演　
「
未
来
の
地
球
と
私
た

ち
の
く
ら
し
～
ご
み
を
減
ら
そ

う
・
リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
！
～
」

▽
講
師　
い
わ
て
地
域
脱
炭
素
推

進
員
・
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

川か
わ
べ邉 

弥や
よ
い生
氏

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
環
境

衛
生
係（
☎
・
内
線
1
0
６
8
）

災
害
時
の
外
国
人
観
光
客

へ
の
支
援
を
学
び
ま
せ
ん
か

　
市
は（
公
財
）県
国
際
交
流
協
会

と
共
催
で
、
外
国
人
観
光
客
な
ど

が
国
内
で
大
規
模
災
害
に
遭
遇
し

た
場
合
の
対
応
や
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

■
日
時　
７
年
１
月
23
日
㈭
午
後

１
時
半
か
ら
３
時

■
講
師　
岩
手
大
学
副
学
長

松
岡 

洋よ
う
こ子

氏

■
会
場　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

■
参
加
費　
無
料

■
定
員　
25
人（
要
予
約
）

■
申
込
期
限　
１
月
16
日
㈭

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
振
興
係

（
☎
・
内
線
1
４
5
3
）、
同
協
会

（
☎
0
1
９
・
６
5
４
・
8
９
0
0
）

（仮称）大更駅前顔づくり施設の完成
イメージ図

は
、
申
し
込
み
時
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

（
☎・内
線
1
3
４
９
、1
3
1
3
）

た
め
の
設
定
を
し
て

い
な
い
場
合
は
、
加

入
手
続
き
の
際
に
資

格
確
認
書
を
交
付
し

ま
す
。

遊具を塗装する同組合北岩手地区の皆さん

自
然
守
る
保
護
指
導
員
と

公
園
保
護
管
理
員
を
募
集

　
市
は
７
年
度
自
然
保
護
指
導
員

と
自
然
公
園
保
護
管
理
員
を
募
集

し
ま
す
。

■
応
募
資
格　
十
和
田
八
幡
平
国

立
公
園
や
自
然
保
護
な
ど
に
関
す

る
知
識
、
登
山
道
管
理
業
務
に
必

要
な
体
力
を
有
し
、
刈
払
い
機
な

ど
の
操
作
が
で
き
る
健
康
な
人

■
募
集
人
数

▽
自
然
保
護
指
導
員　
１
人

▽
自
然
公
園
保
護
管
理
員　
８
人

■
業
務
期
間　
７
年
４
月
１
日
㈫

か
ら
11
月
30
日
㈰
ま
で

■
業
務
内
容　

登
山
道
の
整
備

（
刈
り
払
い
、
倒
木
撤
去
な
ど
）や

啓
発
活
動
な
ど

■
応
募
方
法　
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
商
工
観
光
課
に

持
参
ま
た
は
郵
送（
必
着
）で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
履
歴
書
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

商
工
観
光
課
か
ら
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限　
１
月
31
日
㈮

■
面
接
日　
２
月
下
旬
予
定

■
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

観
光
振
興
係
（
☎
・
内
線

1
3
1
９
）

詳細はこちら

　
市
は
７
年
度
採
用
予
定
の
市
職

員
採
用
試
験（
追
加
募
集
）を
行
い

ま
す
。

初
級
土
木【
1
人
】

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

初
級
建
築【
1
人
】

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

自
動
車
運
転
手【
1
人
】

大
型
自
動
車
第
一
種
運
転
免
許
、

大
型
特
殊
車
免
許
、
車
両
系
建
設

機
械
技
能
講
習
終
了
証（
令
和
７

年
３
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
人
を
含
む
）を
有
し
、昭
和
43
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

看
護
師【
若
干
名
】

看
護
師
資
格（
令
和
7
年
３
月
末

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
）を
有
し
、
昭
和
54
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

令
和
７
年
度
採
用
の

職
員
を
募
集
し
ま
す

る
か
総
務
課
ま
た
は

西
根
・
安
代
各
総
合

支
所
か
ら
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
６
年
12
月
26
日
㈭

必
着

■
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
行
政

係（
☎
・
内
線
１
２
３
１
）

■
試
験
日
時　
７
年
１
月
19
日
㈰

午
前
10
時
か
ら

■
試
験
会
場
　
市
役
所
多
目
的

ホ
ー
ル
棟

■
受
験
案
内
・
申
込
書
　
市
ウ
ェ

詳細はこちら

詳細はこちら

　

交
付
さ
れ
た
資
格
確
認
書
を

医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

今
ま
で
ど
お
り
保
険
診
療
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
課
国
保

年
金
係（
☎
・
内
線
1
0
7
7
）
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※イベントの写真は過去の様子です

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

情報カレンダー

月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

もしもの時は

「ごみの減量化を考える市民の集い」
　12月17日（市役所多目的ホール棟）

「クリスマスコンサート」　12月23日
（大更コミセン）

「みんなのスキー教室」　12月25、 26日
（八幡平リゾートパノラマスキー場）

「市消防出初式」　１月5日
（安代総合支所）

 小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■クリスマスお話会　10：30～
11：30（図書館）

■門松づくり　9：00～12：00
（博物館）

▶当番医（市内）割り当てなし・
（盛岡市北地区）松園第二病院、
秋浜内科クリニック・（鹿角）
かづの厚生病院▶当番薬局

（市内）割り当てなし・（鹿角）
日本調剤鹿角薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日
■Tom's　Chat　Time　15：15～
16：00（図書館）

■博物館休館日
■図書館休館日
▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）福永医院▶当番薬局

（市内）リリィ薬局西根店・（鹿
角）ファーマックスかづの薬
局、けまない調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日 ■博物館休館日
■市消防出初式　10：40～11：30

（安代総合支所）

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）未 定 ▶当番薬局

（市内）柏台薬局・（鹿角）花輪
調剤薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

■おはなしのじかん　10：30～
11：00、13：30～14：00（図書館）
■Tom&Tam　Story Time　
14：00～14：30（図書館） ▶当番医（市内）八幡平市立病

院・（鹿角）未定▶当番薬局（市
内）大更調剤薬局・（鹿角）日
本調剤鹿角薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市民ソフトバレーボール大会
9：00～（市総合運動公園体育館）

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）未定▶当番薬局（市
内）柏台薬局・（鹿角）ファー
マックスかづの薬局

21 22 

29 

4 5	

11	 12	

18 19 

28 

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■定例行政相談　9：30～12：00

（市役所本庁舎、大更コミセン）

■図書館休館日
■異文化理解講座「オージー
クリスマス 」　10：00～11：00、
18：00～19：00（市役所多目的
ホール棟）
■ごみ減量化を考える市民の
集い　13：30～15：30（市役所
多目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■献血【受付】　9：30～11：30（JA
新いわて八幡平支所）、13：30～
16：00（市役所結のひろば）
■ 姿 勢 改 善 エ ク サ サ イ ズ　
10：00～11：00（市 総 合 運 動 公
園体育館）

■らくらく筋トレ　10：00～
11：00（安代地区体育館）
■本のクリニック　10：00～
15：00（図書館）

■定例行政相談　9：30～12：00
（安代総合支所）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■ ク リ ス マ ス コ ン サ ー ト　　
10：00～11：30（大更コミセン）

■図書館休館日
■離乳食教室【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■みんなのスキー教室　9：00～
15：00（八幡平リゾートパノラ
マスキー場）
■ 骨 盤 体 操　10：00～11：30

（市総合運動公園体育館）

■みんなのスキー教室　9：00～
15：00（八幡平リゾートパノラ
マスキー場）

■図書館休館日（図書整理日）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■元日
■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

▶当番医（市内）割り当てなし・
（盛岡市北地区）大手先内科循環
器クリニック、八角病院・（鹿角）
かづのファミリークリニック　
▶当番薬局（市内）割り当てな
し・（鹿角）つくし薬局かづの店

▶当番医（市内）東八幡平病院・
（ 鹿 角 ）大 湯 リ ハ ビ リ 病 院　
▶当番薬局（市内）柏台薬局・

（鹿角）薬局高橋屋

▶当番医（市内）割り当てなし・
（盛岡市北地区）みたけ消化器内
科クリニック・（鹿角）本田医
院▶当番薬局（市内）割り当て
なし・（鹿角）院内処方により割
り当てなし

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）鹿角中央病院▶当
番薬局（市内）すみれ薬局・

（鹿角）そうごう薬局花輪店

▶当番医（市内）割り当てなし・
（盛岡市北地区）なかつか消化
器内科クリニック、八角病院・

（鹿角）小坂町診療所▶当番薬
局（市内）割り当てなし・（鹿
角）すみれ調剤薬局小坂店

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■田山クロスカントリー大会

（田山グラウンド）　※８日まで

■図書館休館日
■ 乳 児 健 診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホール棟）
■１歳児健診【受付】　13：15～
13：30（市役所多目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■平笠裸参り　9：00～（宮田神
社発～八坂神社）
■３歳児健診【受付】　13：00～
13：30（市役所多目的ホール棟）
■ 移 動 図 書 　 12：50～14：50　

（松尾地区内）

■広報はちまんたい発行日
■ イ ン ド ア ノ ル デ ィ ッ ク
ウ ォ ー キ ン グ　10：00～11：00

（市総合運動公園体育館）
■献血【受付】　10：00～12：00

（安代総合支所）
■ 移 動 図 書 　 13：00～14：40

（松尾地区内）

■県中学校・高等学校スキー
大会（安比高原スキー場、田
山グラウンド、矢神飛躍台）　
※13日まで
■県スキー選手権大会ノル
ディック種目（ 田 山 グ ラ ウ ン
ド、矢神飛躍台）　※13日まで

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■成人の日
■市役所閉庁日

■博物館休館日
■図書館休館日
■らくらく筋トレ　10：00～
11：00（市総合運動公園体育館）
■１歳６カ月児健診【受付】　
13：00～13：30（市役所多目的
ホール棟）
■２歳６カ月児歯科健診【受
付】　14：00～14：15（市役所多目
的ホール棟）
■ 移 動 図 書 　 13：00～15：00

（荒沢地区）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■ 移 動 図 書 　 12：00～14：30

（田山地区）

■本のクリニック　10：00～
15：00（図書館）

■県民体育大会スキー競技
会（安比高原スキー場、田山
グ ラ ウ ン ド、 矢 神 飛 躍 台）　
※19 日まで

▶当番医（市内）割り当てなし・
（盛岡市北地区 ）三 愛 病 院（ 鹿
角）未定▶当番薬局（市内）割
り当てなし・（鹿角）黒沢薬局

30 

6	
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7	 8	 9	 10	

24 

19 

13	 14 15	 16	 17 

1月19日12月16日

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載）

市内 鹿角（市外局番 0186）
八幡平市立病院（☎76-3111） かづの厚生病院（☎23-2111）
東八幡平病院（☎78-2511） 福永医院（☎35-3117）

盛岡市北地区・内科（市外局番 019） かづのファミリークリニック（☎22-6080）
松園第二病院（☎662-0100） 大湯リハビリ病院（☎37-3511）
秋浜内科クリニック（☎683-2333） 本田医院（☎35-3002）
大手先内科循環器クリニック（☎651-2150） 鹿角中央病院（☎23-4131）
八角病院（☎682-0201） 小坂町診療所（☎29-5500）
みたけ消化器内科クリニック（☎641-8511）
なかつか消化器内科クリニック（☎613-2727）
三愛病院（☎641-6633）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）
※市内医療機関による休日救急当番医の割り当てがない日は、カﾚンタ ー゙に掲載されてい
る他市の休日救急当番医を確認してください。

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載）

病院名 電話番号
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は9：00）から受け
入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療所が診
療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障を来す
恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載）

市内 鹿角（市外局番 0186）
リリィ薬局西根店（☎78-8560） 日本調剤鹿角薬局（☎30-1193）
柏台薬局（☎71-1001） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
すみれ薬局（☎78-8075） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
大更調剤薬局（☎70-1320） けまない調剤薬局（☎22-6041）

つくし薬局かづの店（☎22-4210）
薬局高橋屋（☎37-4700）
そうごう薬局花輪店（☎31-0161）
すみれ調剤薬局小坂店（☎29-5121）
花輪調剤薬局（☎30-0066）

市税納期（納期限1月31日）　国民健康保険税（第7期）市税納期（納期限12月25日）　市県民税（第4期）、国民健康保険税（第6期）

※土曜・日曜日は閉庁日です

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要
相談名 日時 場所 担当（予約先）

くらしとお金の安心
相談会（要予約）

12月20日㈮、１月17日㈮
いずれも10：00～15：00 要相談 市民課（☎・内線1066）

年金相談（要予約） １月９日㈭
10：00～15：00

市役所多目的
ホール棟

盛岡年金事務所
（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課（☎・内線1070）
※定例行政相談はカﾚンダー内に記載しています。

小児科・常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎76-3111）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週金曜日　　　　　14：00～
循環器内科 毎週水曜日　　　　　10：00～
小児科 毎週月～金曜日　　　　9：00～
心臓・血管外科 第2木曜日　　　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　14：00～
脳神経外科 第１・４木曜日　　　　14：00～
神経内科 第３木曜日　　　　　10：00～
整形外科 第１・３・5火曜日　　　9：00～

※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、一般内科もしくは一般外科で初診を受
け、医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。
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お知らせINFORMATION

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

学童保育クラブ名 電話番号 学童保育クラブ名 電話番号
①杉の子ホーム 76-3345
　▶問い合わせ先　杉の子こども園（☎76-3345）
②大更学童保育クラブ 70-1771 ③大更第二学童保育クラブ 70-1771
④東大更学童保育クラブ 70-1503 ⑤平笠学童保育クラブ 68-7156
　▶②～⑤の問い合わせ先　ＮＰＯ法人あそぼっこ（☎68-7677）
⑥田頭学童保育クラブ 76-3205 ⑦平舘学童保育クラブ 080-5567-4011
⑧寺田学童保育クラブ 77-1133 ⑨松野学童保育クラブ 74-4071
⑩寄木学童保育クラブ 76-2171 ⑪柏台学童保育クラブ 78-3153
⑫あしろ学童保育クラブ 72-2644 ⑬田山学童保育クラブ 080-5575-0383
　▶⑥～⑬の問い合わせ先　ＮＰＯ法人七時雨いきいきネットワーク（☎77-2750）
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　市は7年４月から保育施設入所を希望する児
童の申し込みを次のとおり受け付けます。
◆申し込み対象　0歳から5歳までの児童を持
つ保護者が就労（1カ月60時間以上）、妊娠、出産、
疾病、介護、災害、求職などを理由に、家庭で保
育できないと認められる場合。
　産休・育休中の保護者で7年度内に復職する場
合や、3月末までに転入予定で住所が確定してい
る場合も申し込みできます。
※求職中の場合は、入所期間が3カ月で短時間保
育となります。
◆必要書類　入所申込書などは、12月20日㈮から
地域福祉課、西根・安代各総合支所、田山支所お
よび各保育施設に備え付けます。必要書類は各家
庭の状況により異なりますので、事前に確認して
ください。
　すでに入所している人には、入所施設から現況
届などの必要書類を配布するので、施設に直接提
出してください。

◆受付期間　7年1月６日㈪から20日㈪まで
※平日のみ
◆受付場所　地域福祉課、西根・安代各総合支所
または田山支所に直接提出してください。※満3
歳以上で、幼稚園または、こども園の幼稚園部門
の申し込みは、各施設に問い合わせてください。
◆市内保育施設の一覧

　市内の各学童保育クラブでは、7年度学童保育
クラブの入会申し込みを受け付けます。
◆申し込み対象　小学1年生から６年生までの児
童を持つ保護者が、仕事などで昼間に保育するこ
とができないと認められる場合
◆申込書の配布　各学童保育クラブ

◆申込期限　7年2月28日㈮　ただし、①杉の子
ホームは直接問い合わせてください。
◆提出書類など　入会申込書、就労証明書または申
立書、スポーツ安全保険加入金（1人当たり1,000円）
◆申込先　入会を希望する学童保育クラブ
◆連絡・問い合わせ先　下表のとおり

市内保育施設の入所申し込みを受け付けます

学童保育クラブの入会申し込みを受け付けます
詳細はこちら

施設名
公
立
寺田保育所 松尾保育所
柏台保育所 田山保育所

私
立

東慈寺保育園 杉の子こども園
（保育認定）

森の子保育園
（小規模保育）

平舘こども園
（保育認定）

大更こども園
（保育認定）

あしろこども園
（保育認定）

畑保育園
（小規模保育）

ままいろはうす
（家庭的保育）

　【注意事項】
▶対象年齢や保
育の実施内容は
各保育施設で異
なります。
▶申し込みが多
い場合は、入所
調整します。

施設の詳細
はこちら

申し込みの
詳細はこちら

◆入所の可否　入所の基準を満たしているかどう
かを審査した後、保育の必要性の高い順に入所決
定し、3月上旬ころに入所の可否を通知します。

　(公財）県学生援護会では、岩手
県学生会館（学生寮・東京都豊島
区）の7年度入寮生を募集します。
■選考日・申込期間

選考日 申込期間

① 7年２月17日㈪ １月14日㈫～
２月12日㈬　　

② 7年３月10日㈪ ２月18日㈫～
３月5日㈬　　

①は、選考日までに進学先が決定する人のみ

県 学 生 会 館 で
入 寮 生 を 募 集

■応募資格　大学院、大学、短期
大学、専修学校に通学する県出身者
■選考方法　書類審査
■寮費　月額９万円（朝夕2食付
き）、自治会費500円、入寮時12万円
■問い合わせ先　同会館（☎03-
3972-4783）

いつでも誰でも学べる
放送大学の入学生募集

　放送大学では、7年度入学生を
募集しています。働きながら大学
を卒業したい、学びを楽しみたい
など、さまざまな目的で、幅広い
世代の人が学んでいます。
■出願期間　①7年2月28日㈮ま
で、②3月1日㈯から11日㈫まで
◎大学説明会・講演会
■説明会日時　①1月12日㈰、②
2月９日㈰、③3月2日㈰いずれ
も午前10時から11時まで　※終了
後、希望者は個別相談会
■講演会　▶演題　「日本物理学
の父」田中舘愛

あ い き つ

橘　※要申し込み
▶日時　2月2日㈰午後1時半
から3時まで
■会場　岩手学習センター

■申し込み・問い合わせ先　同セ
ンター（☎ 019-653-7414）

海外の「トモダチ」と
交流してみませんか

　（公財）国際青少年研修協会で
は、春休み海外研修交流事業の
参加者を募集しています。
■研修先　イギリス・カナダ・
オーストラリア・カンボジア・
ハワイ・サイパン・ネパール
■研修日程　7年3月22日㈯から
４月5日㈯までのうち13日以内
■対象学年　小学3年から高校3
年まで
■内容　ホームステイ・英語研
修・学校訪問・文化交流・世界遺
産見学・野外活動など
■参加費　30万９千円から71万
5千円まで
※研修日程、対象学年、参加費は、
研修先により異なります。
■申込期限　1月16日㈭　
■申し込み・問い合わせ先　同
協会（☎03-6825-3130）

　県では、県外から帰省する人を
対象に、岩手で暮らす魅力をPR
する「いわておかえりウィンター
キャンペーン」を実施します。
　期間中に県公式の X アカウン
ト「岩手・移住｜イーハトー部」
をフォローし、キャンペーンポス
トをリポストした人の中から抽
選で「いわて牛五ツ星」などの県
産品をプレゼントします。県外の
家族や友人に知らせてください。
■期間　12月21日㈯から7年1
月20日㈪まで
■問い合わせ先　県定住推進・雇
用労働室（☎ 019-629-5588）

県外の家族や友人へ
岩手移住をオススメ

　国民年金保険料を納付すること
が経済的に困難な場合は、本人から
の申請により、保険料の納付猶予ま
たは全額もしくは一部（４分の1、
半額、４分の3）が免除になる制度
があります。免除の割合に応じて、
老齢基礎年金に一定の年金額が反
映されるほか、障害年金や遺族年金
の権利を確保することができます。
　申請はマイナポータルを利用す
るか、市民課国保年金係、西根・安
代各総合支所、田山支所または近く
の年金事務所に相談してください。
■問い合わせ先　▶ねんきん加入
者ダイヤル（☎0570－003－004）▶盛
岡年金事務所（☎019－623－6211）

国民年金保険料の免除・
納付猶予申請が可能です

　阪神・淡路大震災を教訓とし
て毎年 1 月 17 日は防災とボラン
ティアの日と定められています。
　八幡平消防署では、防災用品
などの展示会を開きます。随時、
防災に関する講習会を行います
ので問い合わせてください。
■展示日時　1月17日㈮午前９
時半から午後1時半まで
■展示場所　市役所結のひろば
■ 問 い 合 わ せ 先 　 同署（☎
76-2119）、松尾出張所（☎74-
2119）、安代出張所（☎72-2119）

防災講習会の実施および
防災用品の展示会を開催
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平高生活を送る生徒を紹介 !

Vol.

よろこび・おくやみ ※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。
（10月届け出分）

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

令和６年度「広報はちまんたい」広告代理店

人口の動き【10月31日現在　（ ）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,162（－29） 6,313（－5）
松 尾 5,363（＋3） 2,689（＋9）
安 代 3,627（－4） 1,689（－1）
合 計 23,152（－30） 10,691（＋3）
男 性 11,191（－9）
女 性 11,961（－21）

出生 5 死亡 34
転入 53 転出 54

項 目 10月 1月からの累計

人身事故 1（4） 19（23）
物損事故 52（45） 418（386）
負 傷 者 3（4） 23（25）
死 者 0（0） 2（0）
飲酒運転 0（0） 2（4）
火 災 0（2） 6（5）
救 急 93（138） 1,122（1,168）

● 交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

すこやかに

（性別・保護者・行政区）

お幸せに

やすらかに

平高noteは
こちらから
平高noteは
こちらから

平高HPは
こちらから
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と
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●
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高
の
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数
が
少
な
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そ
、
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輩
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く
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校
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●
平
高
の
魅
力

　「
地
元
の
高
校
」を
選
ん
だ
こ
と

向井 麻衣 さん
（家政科学科２年：西根中出身）

　
ま
た
、
平
高
は
ム
ラ
サ
キ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
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動
を
行
っ
て
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す
。
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で
、
通
学
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私
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を
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し
、
自
分
を
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る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平高への進学をきっかけに、自分を

見つめ直すことができました。

バレーボール部部長
・家庭クラブ副議長

５７
平高の魅力や話題を発信します

　岩手山の初冠雪が記録された10月20日、本年度
紫
し く ん さ い

薫祭の一般公開が行われました。今年のテーマ
は「彩～それぞれの色～」です。
　１年生は「総合的な探究の時間」の成果を展示発表
したほか「はちたんマルシェ」として地域の特産品を
販売しました。２年生は縁日を企画。わなげやスト
ラックアウトなど、子どもたちが楽しめるように工

　第74回岩手県高等学校家庭クラブ連盟研究発表大
会は10月25日、久慈東高を会場に行われました。本
校は、盛岡地区代表として学校家庭クラブの部に出
場。「紫薫枕をつなぐ～地域資源を有効活用～」と題

県家庭クラブ研究大会で最優秀賞 - 東北大会へ

夫していました。また家政科学科では紫
しくんまくら

薫枕のほか

工夫を凝らし学習の成果を発表 - 紫薫祭 -

バジルクッキーや熔岩パン、熔岩流黒
くろたんたん

担々スープを
販売しました。
　PTAが行った青空市（バザー）への野菜や生花、
雑貨の提供のほかポスターの掲示など、保護者や関
係者、市内の事業所に多大な協力をいただき、今年
も生徒の思い出に残る紫薫祭となりました。

地域探究の成果を展示発表

して発表し、11年連続で最
優秀賞を受賞することが
できました。生徒たちは、
全国大会の出場権獲得に
向け、今月行われる東北大
会（福島県いわき市）での
発表準備に熱が入ります。音楽選択者によるギターアンサンブル 発表に臨んだ家庭クラブ員

県大会で、紫薫枕の寝心地や首の
負担軽減など研究成果を発表

紫薫祭に、スモールサイズの
平丸くん（ミニまる？）が登場

（問い合わせ先) 平舘高校 ☎ 74-2610
HP　https://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

身長27㌢

17 16No.354 2024（R6）．12

※個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしました。
※※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称



食
生
活
改
善
推
進
員
に
料
理
教
室
な
ど
を
依
頼
す
る
場
合
は
健
康
福
祉
課
ま
で
。

Vol.15

作
り
方

今月は

① 

も
ち
米
は
洗
っ
て
一
晩
水
に
漬
け

る
。
ク
ル
ミ
は
細
か
く
切
る
。

② 

鶏
も
も
肉
は
細
か
く
切
る
。ニ
ン
ジ

ン
と
油
揚
げ
は
細
切
り
、
ゴ
ボ
ウ
は
さ

さ
が
き
、
干
し
シ
イ
タ
ケ
は
水
に
浸
し

て
戻
し
、
細
切
り
に
す
る
。

③ 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
敷
い
て
②
を

炒
め
、
A
で
味
付
け
を
す
る
。

④ 

も
ち
米
の
水
気
を
切
っ
て
蒸む

し
器

に
入
れ
、
強
火
で
15
分
蒸
す
。

⑤ 

④
を
ボ
ウ
ル
に
入
れ
、③
と
ク
ル
ミ

を
入
れ
て
混
ぜ
、
再
度
蒸
し
器
に
入
れ

て
強
火
で
10
分
程
度
二
度
蒸
し
す
る
。

　
く
る
み
お
こ
わ

　

昔
は
秋
に
な
る
と
、
よ
く
ク
ル
ミ
拾

い
を
し
、
く
る
み
餅
や
和
え
物
な
ど
を

作
り
ま
し
た
。
ク
ル
ミ
は
オ
メ
ガ
３
脂

肪
酸
を
多
く
含
み
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
の
値
を
下
げ
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　

く
る
み
お
こ
わ
は
、お
も
て
な
し
料

理
と
し
て
祭
り
や
正
月
な
ど
、
人
が
集

ま
る
と
き
に
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
具

材
は
そ
の
時
々
で
変
わ
り
ま
す
が
、
ク

ル
ミ
が
入
る
こ
と
で
い
っ
そ
う
お
い
し

く
仕
上
が
り
ま
す
。

50
調理時間
約

分
-１人あたり -

364kcal/塩分 1.0g

- 今月の担当 -
平舘地区の皆さん

- 材 料 -
【作りやすい分量】

☆もち米…１升
☆クルミ…100 ｇ
☆鶏もも肉…200ｇ
☆ニンジン…100ｇ
☆油揚げ…１枚
☆ゴボウ…100ｇ
☆干しシイタケ…６枚
☆油…適宜
☆しょうゆ・酒…各80ml
☆砂糖…60ｇ
☆塩…少々

A

読書マラソンのゴールが間近

　7月にスタートした読書マラソンは12月28日㈯で
終了します。参加者はスタンプカードを7年1月15
日㈬までに提出してください。

12月29日㈰から１月３日㈮まで休館
※また、27日㈮は図書整理日のため休館です。
休館期間中の図書の返却は、返却ポストを利用
してください（視聴覚資料は除く）。

対象：令和３年９月11日～４年８月生まれの子

※図書館利用カードまたはお子さんの生年月
日が確認できるもの、もしくは２歳６カ月健
診で配布した引換券を持参してください。

著／工藤 ノリコ、出版／白泉社
　ここはワンワンちゃんのピザのお店です。ワンワン

新着ピックアップ

『ノラネコぐんだんピザをやく』

ちゃんが配達に出掛けた隙に、ノラ
ネコぐんだんがお店で勝手にピザ
を作り始めました。ピザのお店はど
うなってしまうのでしょう。
　大人気ノラネコぐんだんシリー
ズの 12 作目の絵本です。

図書館から絵本を
プレゼント

図書館利用をスタートする子どもたちに、絵本を１冊差し上げます。

年末年始は休館します

　お正月は、1年の始まりにその年の豊作や家族の健康
などを願い、歳

としがみさま

神様を迎える行事です。歳神様は人びと
に幸せをもたらすとされ、お正月になると近くの山から
人里に降りてきて、家に訪れると信じられていました。
　門松は、歳神様を迎える依

よ り し ろ

代（目印）として家の入口

れば蛇にかまれないといわれていました。門松を立て
ない地域もあり、安代地区の赤坂田では、2本のマツ
を神棚と家の大黒柱に結んで飾っていたようです。
　今も昔からの伝統が受け継がれている地域があ
るかもしれません。

に飾られます。歳神様が宿る依代に使う木は、マツ・
クスノキ・スギ・サカキなどの常緑樹とされています。
　市内の門松に関する記録を調べてみると、年末に山か
ら松を採ってくる「松とり」が行われ、門松を立てていた

ことが分かります。安代地区の田
山では、現在と同様に、門松を玄
関の両側に2本立てていたようで
す。また西根地区では、門松を常

じょうい

居
（居間）に立て、次の年の年末に行
う「煤

すす

掃き」まで立てておき、煤掃
きの日に門松を燃やした火にあた

博物館HPはこちら

門松作りを通じ、伝統文化に触れてみませんか。

門松づくり体験参加
者の作品（博物館主催）

門松づくりで

　　の伝統文化を体験

お正月の伝統文化 「門松」

日時：12月22日㈰　９：00～12：00
場所：市博物館
参加料：無料
定員：８人
※市博物館（☎63-1122）に
　申し込んでください

※刃物を扱う作業があるため、幼児・小学生は、
大人と参加してください。材料の都合により大
きさは希望に添えない場合があります。

写真はイメージです

図書館HPはこちら

森の子育て支援センター
　今回は、森の子保育園内にある子育て支援施設「森の
子育て支援センター」を紹介します。

Vol.02

岩鷲苑
杉の子こども園

森の子育て
支援センター

開所時間：９：00～ 13：00
　　　　　14：00 ～ 16：00
利用料：無料（子育て教室は材料費有り）
利用対象者：保育園などを利用していな
い子どもと家族
休所日：土曜・日曜・祝日・年末年始
問い合わせ先：0195-70-1880

　授乳コーナーやベビーベッド、外遊具などを備えて
いる森の子育て支援センターでは、森の子保育園の園
児や保育士と一緒に遊んだり、園のおもちゃで遊んだ
りすることができます。リズム遊びやボール遊び、園
庭を使った遊びを行っているほか、育児相談やさまざ

ドコいこっ か

　不要になった子ども服やおもちゃな
どをセンターで預かり、必要とする人
に譲渡する「おさがりボックス」を設置
しています。気軽に利用してください。

まな体験ができる子育て教
室なども開いています。
　園のおもちゃで遊んだり、
保護者同士でお話したりし
てみませんか。

岩手県北自動車
八幡平営業所
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市民課

環境・衛生
ワンポイント
環境・衛生
ワンポイント

みんなが主役

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

多世代交流ができる場に
地域の活性化目指す「あしろマルシェ」が開催

好天のもと、飲食やステージイベントを楽しむ来場者

　地区の活性化と世代間交流を目的としたイベント
「あしろマルシェ」は10月26日、荒屋新町駅前で開か
れ、多くの来場者でにぎわいました。
　会場では屋台販売に行列ができたほか、ラムネ早飲
み大会やビンゴ大会なども開催。訪れた人は秋の味覚
やステージイベントなどを満喫しました。「あしろマ
ルシェ」を主催した「i

イ チ ビ ズ ム

chibizm」代表の石田逸
いっぺい

平さんは
「多世代での交流の場として地域に定着できるよう、
今後も継続して開催したい」と力を込めました。

荒沢運送㈲が八幡平ドラゴンアイ（三浦
学さん撮影）をプリントした新トラック
をお披露目（10月11日、市役所本庁舎前）

鈴木氏、木戸口氏が当選
衆議院議員総選挙・参議院議員補欠選挙が執行

市内を巡回した移動期日前投票所を利用する平舘高の生徒

投票日前日にはベルフ八幡平に臨時期日前投票所を設置

　第50回衆議院議員総選挙および参議院岩手県選出
議員補欠選挙は10月27日、投・開票が行われ、それぞ
れ鈴木俊

しゅんいち

一氏、木戸口英
え い じ

司氏が当選を果たしました。
　市選挙管理員会は、投票箱を積んだバスで市内を巡回
する移動期日前投票所を開設。またベルフ八幡平に臨時
期日前投票所を開設し、有権者に投票を促しました。
　初めての1票を投じた田村楓

ふ う が

雅さん（平舘高3年）
は「投票は簡単でした。世の中が良くなるようにと思
い、投票しました」と願いを込めました。

西根中吹奏楽部員による軽快なリズ
ムや美しい音色が、聴衆を魅了した(10
月26日、西根中吹奏楽部定期演奏会）

一
括
査
定
の
流
れ

査
定
し
た
い
商
品
の

カ
テ
ゴ
リ
を
選
ぶ

不
要
品
の
商
品
情
報

な
ど
を
入
力
し
て
査

定
を
依
頼

届
い
た
査
定
結
果
を

比
較
し
て
買
取
店
を

選
択

手
間
な
く
環
境
と
お

財
布
に
優
し
い
不
要

品
処
分
が
完
了

そ
の
不
要
品
が
売
れ
る
か
も

「
お
い
く
ら
」か
調
べ
て
み
よ
う

　
市
は
、
ご
み
排
出
量
の
削
減
と
循
環
型

社
会
の
形
成
を
目
指
し
、リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム「
お
い
く
ら
」を
展
開
す
る
㈱

マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
と
連
携

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
不
要
品
を
売
り
た
い
場
合
に「
お
い
く

ら
」を
通
し
て
、
買
い
取
り
価
格
の
査
定
を

依
頼
す
る
と
、
全
国
の
加
盟
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
に
一
括
で
査
定
依
頼
が
行
わ
れ
、

　
冬
は
、
外
気
温
と
室
温
の
差
が
大
き
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
夏
に
比
べ
て
大

き
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
ア
コ
ン
を
含

め
た
暖
房
装
置
の
電
力
使
用
量
は
、
家
庭

で
の
電
力
使
用
量
の
約
3
割

を
占
め
ま
す
。
今
回
は
、
無

理
な
く
で
き
る
省
エ
ネ
の
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

冬
の
光
熱
費
を
抑
え
よ
う

無
理
な
く
で
き
る
省
エ
ネ

おいくらHP

買
取
価
格
を
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
使
わ
な
く
な
り
、
ご
み
に

エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
は
20
℃
を
目
安
に

エ
ア
コ
ン
の
風
向
き（
吹
き
出
し
角
度
）を

下
向
き
に
し
、
温
か
い
空
気
を
、
下
方
へ

エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
月
に
１
～
２

度
掃
除
す
る

出
そ
う
と
し
て
い
る
物
で
も
、
捨
て
る
前

に
一
度
リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）を
検
討
し
て

　
布
団
は
、
黄
色
い
燃
え
る
ご
み
専
用
袋

に
入
れ
て
集
積
所
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
袋
に
入
ら
ず
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
直

み
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
か
か
る
利
用
料
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冷
え
込
む
と
き
は
、も
う
一
枚
の
重
ね
着
を

断
熱
マ
ッ
ト
な
ど
を
敷
い
て
、
床
に
熱
を
逃

が
さ
な
い

部
屋
の
温
度
調
節
は
、ス
イ
ッ
チ
の
入
り
切

り
を
避
け
、
自
動
調
節
機
能
を
使
う

接
搬
入
さ
れ
た
布
団
で
あ
っ
て
、
羽
毛
の

割
合（
ダ
ウ
ン
率
）が
50
㌫
以
上
の
布
団

は
、
事
業
者
に
引
き
渡
し
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。
回
収
し
た
布
団
か
ら

抜
き
取
ら
れ
た
羽
毛
は
、
洗
浄
な
ど
が
施

さ
れ
、
新
た
な
羽
毛
布
団
や
ダ
ウ
ン
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
な
ど
羽
毛
製
品
に
再
生
さ
れ
ま
す
。

ダ
ウ
ン
率
の
高
い
羽
毛
布
団

再
生
に
つ
な
げ
て
い
ま
す

※
品
物
の
状
態
や
搬
出
時
の
作
業
内
容（
階
段
作
業
や
分
解
作

業
等
）に
よ
っ
て
は
、出
張
作
業
費
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

生産者が「第2回りんどうサミット」に
参加。ほ場見学や生産者同士の交流を
図った（10月25日、秋田県秋田市ほか）
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 鷲の尾 結の香 が高評価
東北122清酒場が出品した鑑評会で評価員特別賞

仙台国税局から賞状が伝達されました(11月８日、同社・蔵）

　６年東北清酒鑑評会は10月４日、仙台国税局鑑定官室
で行われ、㈱わしの尾（工藤朋

とも

代表取締役）の「鷲
わ し

の尾 結
ゆ い

の香
か

」が純米酒の部で評価員特別賞を受賞しました。
　同部門には、東北６県の清酒製造場122場から138点
の清酒が出品。「鷲の尾 結の香」は、丸みのある甘味が
さわやかな酸味と調和していると高く評価されました。
　工藤さんは「全て岩手県産の材料で作ったお酒が
評価され、うれしいです。次の時代につないでいける
ような酒づくりをしていきたい」と力を込めました。

" "

寄木小5・６年児童が、昔ながらの
道具を使い稲の脱穀作業を体験（10
月29日、同小付近の田んぼ）

遠隔診療後に、処方薬を積み患者宅へ向け飛び立つドローン

地域医療の新たな形を模索
遠隔診療後の処方医薬品をドローンで配送実験

文化芸術で市民を心豊かに
芸術祭で多彩な作品や日ごろの練習成果を披露

舞台部門では市指定無形民俗文化財「平笠田植踊」などが披露

　 市芸術祭は舞台部門が11月４日、展示部門が23、24の
両日、いずれも西根地区市民センターで行われました。
　舞台部門では、19の個人・団体が郷土芸能やコーラスな
どを発表したほか、展示部門には、ハロウ安比校生徒の
絵画が出品され、来場者はその精巧さに感心した様子で
した。また今回の開催にあたり、本市の芸術文化へのこ
れまでの功労を顕彰し、伊藤キエ子さん（舞踊・水木流妙
乃会副部長）、藤原美

み き こ

喜子さん（むらさきコーラス代表）に
市芸術文化協会の平野康

やすひこ

彦会長から表彰が贈られました。

10月28日で100歳を迎えられた前
端トヨさん＝山後＝これからもお
元気で（10月31日、麗峰苑）

最優秀賞を受賞した左から山本琉心さん、工藤さん、畠山希乃さん

心を込めて理想の世界描く
ライオンズの平和ポスターコンテストに15人入賞

　西根ライオンズクラブは11月６日、平和ポスター
コンテストの表彰式を市商工会館で行いました。
　「限りない平和」をテーマに作品を募集したコンテス
トには、西根・松尾地区の小中学生132人が応募し、15
人が入賞。それぞれが、平和への思いを絵の構成や色彩
などで丁寧に表現しました。最優秀賞を受賞した工藤
哲
て つ の し ん

之進さん（田頭小６年）は「みんなで支え合って限りな
い平和をつくっていこうという思いを込めて描いた。最
優秀賞に選ばれてうれしい」と笑顔を浮かべました。

　遠隔診療後の処方薬を、ドローンを使って患者宅
に配送する実証実験が11月11日、行われました。
　実験では、田山診療所と患者宅をオンラインで結
び、医師がモニター越しに診療を実施。診察に基づ
き、処方薬入りの箱をドローンに積み込み、同所か
ら約４㌔離れた患者宅へ約10分で配送しました。
　市は情報技術の進歩を地域課題の解決につなげよう
と、産官学の枠組みでさまざまな事業を進めており、引
き続き医療サービスの向上を目指し取り組んでいきます。

西根地区の出席者を代表し褒状を受け取る矢羽々夫妻

共に歩んだ 60年を祝う
結婚60周年を迎えた市内の夫婦をたたえる

　市ダイヤモンド婚を祝う会（市社会福祉協議会主催）
は11月15日、いこいの村岩手で開かれました。
　祝う会には、市内対象42組の夫婦のうち11組が出席。
二人で積み重ねてきた年月をたたえ、岡田久

ひさし

市社会福
祉協議会長から出席者へ褒状が贈呈されました。
　出席した矢

や は ば

羽々俊
と し お

雄さん、征
せ い こ

子さん＝五百森＝は
「あっという間に60年経っていた。お互いの考えや気
持ちを話し合うことが夫婦円満の秘訣です」と結婚
生活を振り返りながら笑顔で語りました。

参加者は、薬の正しい使い方や
座って行うフﾚイル予防運動を学
んだ（11月16日、市民健康講座）

子どもたちの未来のために
西根・松尾地区中学校の統合に向け思いを出し合う

統合に向けたこれまでの経緯を説明する星俊也教育長

　西根・松尾地区中学校統合に向けた住民説明会は、
11月中旬の3日間、同地区内の3中学校で行われました。
　説明会では、市が設置した学校統合検討委員会で検討
した7箇所の候補地案について、それぞれの優位性や課
題を説明。参加者からは、各候補地案への意見や通学路、
スクールバスのあり方など活発な質問が出されました。
　市は説明会で出された意見を参考にしながら、7年
度中の統合中学校の建設候補地決定に向け、引き続き
検討を進めていきます。

地域で受け継いできた郷土芸能を、
それぞれの保存会が発表（11月10日、
安代地区郷土芸能まつり）

多年にわたり、社会福祉の増進に顕著
な功績のあった人などに賞状が贈ら
れました（11月９日、市社会福祉大会）

サンデースが東日本軟式野球大会（１
部）県予選で優勝し、全国大会の出場
権獲得（10月13日、遠野運動公園野球場）
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▽
15
年
ほ
ど
前
、蔵
見
学
で
訪
問
し
た
際

の
イ
メ
ー
ジ
が
今
も
残
っ
て
お
り
、わ
し

の
尾
さ
ん
を
い
つ
か
広
報
で
、と
考
え
て

い
ま
し
た
。ま
た
、偶
然　
立
ち
寄
っ
た

カ
フ
ェ
に
飾
ら
れ
た
田
中
潔
さ
ん
の
あ

け
び
つ
る
作
品
を
見
か
け
た
の
も
１
年

以
上
前
。機
会
が
あ
り
、ど
ち
ら
も
本
号

で
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
智〇

▽
今
月
は
叙
勲
や
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

皆
さ
ん
を
紹
介
。
限
ら
れ
た
取
材
時
間

の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
込
め
た

思
い
な
ど
を
た
く
さ
ん
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
取
材
中
、
皆
さ
ん
か
ら

激
励
や
い
た
わ
り
な
ど
心
温
ま
る
言
葉

も
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

  　
　
　
千○
○

※枝分かれ部分や芽、根を切り形を整える

137

た
な
か
・
い
さ
お
　
73
歳
　
＝
南
寄
木
＝

田
中 

潔
　
さ
ん

昭和26年生まれ。青森県出身。旧国設八
幡平スキー場でのアルバイトをきっかけ
に、本市（旧松尾村）に移住。アウトド
ア全般が好きで、天気の良い日は「ほと
んど外出」している。あがり性で口下手
で無口と自己分析。3つのＣ「Change 
Challenge Creative」（変革、挑戦、創造）
をモットーに制作に取り組む。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
聞
き
し
、

作
品
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
出
る

よ
う
に
と
心
掛
け
て
い
ま
す
」と
語

る
の
は
、ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
の
つ
る
を

使
っ
た
バ
ッ
グ
な
ど
の
制
作
に
取
り

組
む
田
中
潔
さ
ん
。
作
品
は
自
然
な

素
材
感
と
上
品
さ
が
目
を
惹ひ

き
ま
す
。

　
20
代
の
こ
ろ
、人
生
の
方
向
性
を
描

け
な
い
ま
ま
都
内
で
働
い
て
い
た
田

中
さ
ん
。携
わ
っ
た
広
告
の
仕
事
で
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
自
動
車
で
走
破
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
荒
野
に
地
平
線

ま
で
延
々
と
延
び
る
道
路
を
目
の
前

に「
存
在
の
ち
っ
ぽ
け
さ
を
感
じ
、人

生
観
が
変
わ
っ
た
」と
言
い
、ト
ル
コ

で
は「
木
々
の
緑
や
湖
の
色
に
癒
さ

れ
、視
覚
を
通
じ
て
、心
が
乾
い
て
い

た
こ
と
を
実
感
し
た
」と
振
り
返
る
。

　
そ
の
後
、
あ
こ
が
れ
て
い
た
岩
木

山
の
麓
で
、以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た

「
籠か

ご

工
芸
」に
取
り
組
も
う

と
決
意
。
30
歳
で
移
住
し
、

強
く
し
な
や
か
な
あ
け
び

つ
る
を
使
っ
た
作
品
づ
く

り
に
取
り
組
み
始
め
た
。

　
当
初
は
材
料
の
採
取
の

場
所
が
分
か
ら
ず
、あ
ち

こ
ち
の
山
を
探
し
回
っ
た
と
い
う
。

材
料
に
使
う
の
は
、
地
面
を
這
う

「
ラ
イ
ナ
ー
」と
呼
ば
れ
る
部
分
だ

け
で
、
下
処
理（
※
）に
手
間
は
か

か
る
が
、
作
品
づ
く
り
が
う
ま
く

い
っ
た
と
き
は「
売
り
物
に
せ
ず
、

自
分
の
手
元
に
置
い
て
お
き
た
い

ほ
ど
、
う
れ
し
い
」と
ほ
ほ
え
む
。

　
「
緑
と
水
が
豊
か
で
、
皆
さ
ん
に

も
優
し
く
迎
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」

と
、
縁
あ
っ
て
青
森
県
か
ら
移
り

住
み
、
岩
手
山
の
麓
で
作
品
づ
く

り
を
続
け
て
約
30
年
。
作
品
は
産

直
や
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売

し
て
い
る
。

　
出
張
工
作
教
室
の
依
頼
も
多
い

田
中
さ
ん
。完
成
さ
せ
た
作
品
を
う

れ
し
そ
う
に
眺
め
る
参
加
者
の
姿

に
、自
分
も
喜
び
を
感
じ
る
と
い

う
。「
ど
ん
な
こ
と
も
、ま
ず
は
体
験

自
然
素
材
を
生
か
し
た
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
む

あ
け
び
つ
る
で
編
ん
だ
バ
ッ
グ
や

工
房 

寿じ
ゅ
げ
む

限
無

し
て
み
る
こ
と
が
大

事
か
な
」と
、多
く
の

人
に
八
幡
平
の
自
然

素
材
を
使
っ
た
も
の

づ
く
り
に
親
し
ん
で

ほ
し
い
と
意
欲
を
燃

や
す
。

八
幡
平
の
大
自
然
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

木の実を使ったリースづくり教室で
参加者に説明する田中さん（平舘小）


